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インタビューテーマ 

５ フリートーク                                                                                  

①若手経済団体及び若手経営者 

・教育委員会に対して、働く場を情報提供する授業の設置をお願いしたい。 

・「千石船気仙丸の活用」について、定期的に帆を張れないかなと。記者会見の背景にしてはど

うか。シンボリックにしてはどうか。 

・本庁舎をブランド化して観光地に。宮崎県庁のように。 

・「奨学金の返済支援」について、やってもらえるなら、民間企業は助かる。市でも支援に手厚

く取り組んでほしい。 

 

②農林水産業者 

・ふれあいランドには様々な人が訪れ、楽しんでいる。立派な遊歩道があり生産森林組合として

も支障木撤去をしているが、利用している人が少ない。トレイルなどでもっと活用を。 

→【市長回答】 

景観の良い場所を作るのは大切なこと。スポットを当てて活用していきたい。碁石でも、

昔植えた樹が大きくなり眺望が悪くなったために伐採している。 

・遊歩道は、以前は景観がよく、金華山も見えた。現地は広葉樹が多く、切りたくても難しい。 

・市道、林道上の松枯れがひどく、海岸沿いの松は軒並み赤くなって倒れそうなものが多い。海

に落ちると引き上げも難しく、養殖施設への被害なども考えられる。道路管理などで考慮して

ほしい。 

→【市長回答】 

松枯れは切実。早期の対応に努めたい。 

・夢海公園の樹について、支えているワイヤー３本のうち１本が腐食している。小さいこどもが

遊んでおり危険と思うので早急に直していただければ。 

→【市長回答】 

早急に対応したい。 

 

③子育て世代及び関係者 

・給食日数については維持してほしい。ご飯やおにぎりのみを持参する形でもよいのではないか

と思う。金銭的に厳しく、給食で栄養を補っている家庭もある。 

・乳製品アレルギー対応のため、給食から牛乳を外した市がある。 

・量と味に関しては、子どもたちは満足しているようだ。 

・屋内の遊び場（廃校活用）について、小学生以上になると親に連れて行ってもらう機会が少な

くなるため、仲間内だけで行ける遊び場が各所にあると、行きやすいと思う。 

・中学・高校の制服の価格が高く、補助をいただけると助かる。 

・近所の管理されていない空き地や空き店舗が、よくない目的に使われるおそれもあることか

ら、市でも把握や管理について働きかけをしてほしい。 
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④高校生 

・防災と地域の活性化を両立するために高校生ができることは。また、若者が地元に残るために

は何が必要か。 

 

→【市長回答】 

高校生の立場での役割、防災については聞いた「経験」などを伝承してほしい。大学で友

人に、子供に、など。地域の活性化には、やはり皆さんには大船渡に帰ってきてほしい。戻

ってこられなくても、大船渡とのつながりを持っていてほしい。 

・大船渡市のホームページで人口ビジョンを拝見した。人口減少率が緩やかになるというシミュ

レーション結果だったが、今後転出などを減らすための対策はどのように考えられているか。 

 

→【企画調整課長回答】 

理論的には転出転入をプラスマイナスゼロにすれば人口は保たれるが、現実には高齢者が

増えていて、亡くなる人が多く生まれる人が少ないからマイナスになっている。 

移住定住などの取組、地元の企業を強くして働く場の確保、子育てしやすい環境を整える

…などの取組をがんばって人口を保とうとしているが、実際はやはり人口は減っており、そ

れは日本全体で同じ。人口が減ってもなお暮らしやすいまちを目指そうということで知恵を

しぼっているところ。今日の集まりもそのためのもの。皆さんからもアイディアをお願いし

たい。 

・将来、人とのつながりにフォーカスして地元で地域ブランドを生み出したい。それは人口減少

が進んでいる中で交流人口を増やして循環することで大船渡市民の幸福度につながると思うか

ら。地域ブランドを作るにあたり「大船渡といえば」というアピールしたいものがあれば教え

てほしい。 

→【市長回答】 

大事なことで、具体的な何か、というよりも気候や環境を活かしてやりたいことがある人

を呼び込む、地域活性化企業人として来てもらう取組も進めているところ。 

住環境の強みはあると思う。いろいろなスキルのある方、経験を持っている人とのつなが

りを積極的に進めていきたい。 

→【デジタル戦略課長回答】 

当課で地域ブランディングデジタルマーケティングという業務を進めている。大船渡の強

みは水産物だけでなく、トマトなど農産物もあり、加工して付加価値を高めて市場に出して

いる。大船渡市の様々な農水産物が全国に流通していることについて発信不足しているとい

う弱みがあるので、何が大船渡の強みか、どう発信するか、という取組を進めている。 

・学校統廃合で廃校舎が増えている。甫嶺は BMX などに使われているが、他の学校の利活用は。 

→【市長回答】 

旧甫嶺小学校以外は、様々な案が出たが、校舎を丸ごと使うというものが少なく、進まな

い状況。全国的にも成功事例は非常に稀。 

吉浜中学校はペット同伴避難所として活用したが、古い校舎は更地にして活かしたほうが

いいかもしれない。模索しているが、皆さんからも案があればいただきたい。 
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・いろいろな企業が入る場所としての利活用事例などがあるので、そういったものはどうか。 

→【市長回答】 

徳島県神山町という好事例がある。廃校を活用し高専を開設した。（令和５年４月開校） 

また、学校ではないが、当市でも旧雇用促進住宅の１階にソフト会社が入居し、IT活用な

どで積極的な展開をされている事例がある。チェックしてみてほしい。 

・自分たちのボランティアの活動として、10 万円を使って何か貢献できることがないか。 

→【市長回答】 

個人的には、海のまちであることを活かしてヨットのクルージングを企画したい。10 万円

あれば５艇ほど可能と思う。 

・林野火災時、ボランティア活動に行く際、盛から綾里までのバスが無料だったと聞いた。それ

以外に予定は。 

→【こども家庭センター所長回答】 

市の取組の紹介になるが、今年度から若者交流促進支援事業を立ち上げ、若者が主催して

市内で実施するイベントを補助するもの。20 万円までで、対象は高校生以上。何か企画する

イベント等があれば相談してほしい。 

・授業で、貝塚に行く野外活動の発表機会があったが、知らない人が多かった。若い人に参加し

てもらい、そういう地元の良さを発信したい。 

・市内にはどんな（ボランティアが参加できる）イベントがあるか。 

→【市長回答】 

青年会議所で募集している、産業まつりでも。もっと力を借りたいと思っている。社会参

加してほしいし経験は必ず生きる。そういう機会を作っていきたい。協力をお願いしたい。

近いものでは全国椿サミットがある。 

・三鉄を利用しているが、「ちょうどいい時間帯がない」のが欠点。部活が終わって 19 時、20時

台の本数がなく、それによって送り迎えが必要になる。 

・下船渡に住んでいて、BRT は便利。立根方面に行くには、県交通は金額が高いなどで使いづら

い。ちょうどいい便もない。 


